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◎台形の面積を求める公式を知り，公式を使って面積を求めることができる。 

◎ひし形の面積を求める公式を知り，公式を使って面積を求めることができる。 

 

 

１ 長方形，正方形の面積 

 長方形や正方形の面積は，次の公式で求められます。 

  長方形の面積＝たて×横    正方形の面積＝１辺×１辺 

２ 平行四辺形の面積 

 平行四辺形では，１つの辺を底辺

とすると，その辺と，それに平行な

辺との間の垂
すい

直
ちょく

な直線の長さが高

さです。 

 平行四辺形の面積＝底辺×高さ 

３ 三角形の面積 

三角形の１つの頂
ちょう

点
てん

から向かい

あった辺に垂直な直線をひいたとき,

その辺を底辺といい，垂直な直線の

長さを高さといいます。 

 三角形の面積＝底辺×高さ÷２ 

 

 

１ 台形の面積 

  台形では，平行な２辺のいっぽうを上
じょう

底
てい

，

もういっぽうを下
か

底
てい

といいます。  

  また，上底と下底の間の垂直な直線の長さ

を高さといいます。 

台形の面積＝(上底＋下底)×高さ÷２ 

２ ひし形の面積 

  ひし形の面積を長方形の半分とみて求め

ることができます。  

ひし形の面積＝対角線×対角線÷２ 

これまでに勉強したこと 

 
ここで勉強すること 

 教科書のまとめ 

８ 図形の面積 
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◎考え方 けんたさん…対角線で２つの三角形にわけて，その和として求めます。 

           底辺６cm，高さ４cm の三角形と，底辺３cm，高さ４cm
の三角形の面積の和として求める。 

           ６×４÷２＋３×４÷２＝１８        １８cm2 

     ななみさん…もとの台形を高さの半分でわけてできた２つの台形を２つ

あわせて，平行四辺形をつくります。 

           底辺９cm,高さ４cmの半分の平行四辺形の面積を求める。 

           ９×４÷２＝１８              １８cm2 

     まりさん……台形を２つあわせて平行四辺形をつくります。 

           底辺９cm，高さ４cmの平行四辺形をつくり，面積が２倍

になっていることから求める。 

           ９×４÷２＝１８              １８cm2 

     (1) ９cm,辺ＡＤの長さと辺ＢＣの長さの和 

(2) (辺ＡＤの長さ＋辺ＢＣの長さ)×高さ÷２ 

             

 

 

 

 

 

 

 

台形の面積の求め方を考えましょう。 

 

 

 

 

 

(1) 右の平行四辺形ＦＥＣＤの底辺は

何 cm ですか。それは,台形ＡＢＣＤ

のどの辺の長さの和と等しいですか。 

(2) ななみさんの考え方をもとにして，台形ＡＢＣＤの面積を求める公式を

考えましょう。 

 

●補助
ほ じ ょ

教材
きょうざい

36ページ 

 答え 

 １ 

 

台形の面積＝(上底＋下底)×高さ÷２ 

と こ な 切 大 
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     ① (３＋７)×５÷２＝２５            ２５cm2 

     ② (２＋６)×５÷２＝２０            ２０cm2 

     ③ (４＋８)×１０÷２＝６０           ６０cm2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎考え方 (2) ひし形ＡＢＣＤの面積を，長方形ＥＦＧＨの面積の半分と考えます。

長方形のたての長さとひし形の対角線ＡＣは同じです。また，長方形の

横の長さはひし形の対角線ＢＤと同じです。 

(1) ひし形ＡＢＣＤの面積＝三角形ＡＢＤ×２ 

８×２÷２×２＝１６   １６cm2 

(2) ひし形ＡＢＣＤの面積は，長方形ＥＦＧＨの半分。 

(3) ひし形ＡＢＣＤの面積＝対角線×対角線÷２ 

４×８÷２＝１６     １６cm2 

 

 

 

 

下の台形の面積は何 cm2ですか。 

  ①         ②         ③ 

●補助
ほ じ ょ

教材
きょうざい

37ページ 

 答え 

下のひし形の面積の求め方を考えましょう。 

 

 

 

 

(1) 三角形ＡＢＤの２つ分と考えて求め

ましょう。 

(2) このひし形の面積は，長方形ＥＦＧＨ

の面積のどれだけですか。 

(3) ひし形の面積を求める公式を考えましょう。 

●補助教材38ページ 

 答え 

 １ 

 ２ 

 

ひし形の面積＝対角線×対角線÷２ 

と こ な 切 大 
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     ① １５×６÷２＝４５              ４５cm2 

     ② (７×２)×(４×２)÷２＝５６         ５６cm2 

下のひし形の面積は何cm2ですか。 

  ①              ②          

●補助教材38ページ 

 ２ 

 答え 
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◎倍
ばい

数
すう

・公
こう

倍
ばい

数
すう

・最
さい

小
しょう

公
こう

倍
ばい

数
すう

の意味を理解し，それらを求めることができるよう

になる。 

◎約
やく

数
すう

・公
こう

約
やく

数
すう

・最
さい

大
だい

公
こう

約
やく

数
すう

の意味を理解し，それらを求めることができるよう

になる。 

 

 

１ 整数 

 ０，１，２，３，４，５，６，７，８，９，１０，…のような数を，整数とい

います。  

 

２ 数の列 

 かけ算の九九の答えのような数の列を続けて練習をしましょう。 

 

 

１ 倍数と公倍数 

１ 倍数 

  ５に整数をかけてできる数を，５の倍数といいます。 

  ０は倍数に入れないで考えます。 

 

２ 公倍数 

  ６，１２，１８，…のように，２の倍数にも，３の倍数にもなっている数を，

２と３の公倍数といいます。 

  ８と１２の公倍数の見つけ方 

 ① ８の倍数と１２の倍数をかいて見つける。  

   ８の倍数……８，１６，２４，３２，４０，４８，…… 

   １２の倍数…１２，２４，３６，４８，６０，…… 

② 大きいほうの１２の倍数を８でわって，わりきれる数を見つける。  

１２の倍数………１２，２４，３６，４８，６０，７２，８４，… 

８でわりきれる… 

 

◆ 整数の性質 

これまでに勉強したこと 

 
ここで勉強すること 

 教科書のまとめ 

× ○ × ○ × ○ × 
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３ 最小公倍数 

  公倍数の中でいちばん小さい数を最小公倍数といいます。 

  ８と１２の最小公倍数は２４です。 

    

２ 約数と公約数 

１ 約数 

  ある数をわりきることのできる整数を，その数の約数といいます。 

  ３のように，約数が１とその数だけの整数もあります。 

 

２ 公約数 

  １，２，４のように，１２の約数にも，１６の約数にもなっている数を，１２

と１６の公約数といいます。 

  １８と２４の公約数の見つけ方 

 ① １８の約数と２４の約数をかいて見つける。  

   １８の約数……１，２，３，６，９，１８ 

   ２４の約数……１，２，３，４，６，８，１２，２４ 

② 小さいほうの１８の約数で，２４をわって，わりきれる数を見つける。  

１８の約数…………１，２，３，６，９，１８ 

２４をわりきれる… 

 

３ 最大公約数 

  公約数の中でいちばん大きい数を最大公約数といいます。 

  １８と２４の最大公約数は６。 

   

○ ○ ○ ○ × × 
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(1) ２さつのとき ３×２＝６(cm) 

  ３さつのとき ３×３＝９(cm) 

 

(2) (1)で調べた長さの数字を○でかこみましょう。 

(4) １５さつのとき ３×１５＝４５(cm) 

  １２さつのとき ３×１２＝３６(cm) 

  １３さつのとき ３×１３＝３９(cm) 

     (1)  

 

(2)  

(3) (例) 表…ならべた長さは，動物図かんの数を３倍した数がならん

でいる。 

     数直線…３から３つ目ごとに○がならんでいる。 

(4) ・１５さつならべると４５cmになる。 

  ・１２さつならべると３６cm，１３さつならべると３９cm になり， 

３８cmになることはない。 

 

 

 

本だなに，厚
あつ

さ３cmの動物図かんをならべていきます。 

動物図かんの数と，ならべた長さを調べましょう。 

(1) 表にかいて調べましょう。 

 

 

(2) 下の数直線で，ならべた長さにあたるところを○でかこみましょう。 

 

(3) 表や数直線を見て，わかったことを話し合いましょう。 

(4) 動物図かんをならべると，ならべた長さが４５cmになることはありま

すか。また，３８cmになることはありますか。 

●補助
ほ じ ょ

教材
きょうざい

39～40ページ 

 答え 

 １ 

◎考え方 

… … 

６ ９ １２ １５ １８ ２１ 

３に整数をかけてできる数を，３の倍数といいます。 

０は倍数に入れないで考えます。 

３でわって，わりきれる数が３の倍数です。 

と こ な 切 大 



9 

 

 

 

 

４の倍数…４×１＝４，４×２＝８，…，４×１２＝４８ 

６の倍数…６×１＝６，６×２＝１２，…，６×８＝４８ 

４の倍数…４，８，１２，１６，２０，２４，２８，３２，３６，４０，４４，４８ 

６の倍数…６，１２，１８，２４，３０，３６，４２，４８ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ならんだ長さが等

しくなるのは，３の倍

数と２の倍数で等し

くなるときです。 

  ・動物図かん２さつ…３×２＝６(cm) 

   植物図かん３さつ…２×３＝６(cm) 

  ・動物図かん４さつ…３×４＝１２(cm) 

   植物図かん６さつ…２×６＝１２(cm) 

  ・動物図かん６さつ…３×６＝１８(cm) 

   植物図かん９さつ…２×９＝１８(cm) 

(1) 

 

(2) 数直線を見て，６cm，１２cm，１８cm，…のとき同じ長さになる

ことがわかる。 

   

 

 

 

 

５０までの整数のうち，４の倍数を全部かきましょう。また，６の倍数

も全部かきましょう。 

●補助教材40ページ 

厚
あつ

さ３cm の動物図かんと，厚さ２cm の植物図かんを，上下のたなにな

らべていきます。 

ならんだ長さが等しくなるのは，何cmのときですか。 

(1) 下の数直線で２の倍数を○でかこみましょう。 

    

  

(2) 数直線を見て，わかったことを話し合いましょう。 

●補助教材40ページ 

 答え 

 答え 

 ２ 

 １ 

◎考え方 

◎考え方 

６，１２，１８，…のように，２の倍数にも，３の

倍数にもなっている数を，２と３の公倍数といいま

す。 

と こ な 切 大 
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(1) かいとさん 

…４の倍数と６の倍数をかいて，そ

の中から同じ数を見つけた。 

ゆうかさん 

…大きいほうの６の倍数を４でわって，

わりきれる数を見つけた。 

(3) 公倍数の中で，いちばん小さい数を最小公倍数といいます。 

(1) しょうりゃく。 

(2) 大きいほうの６の倍数の中で，４でわりきれる数を見つけるほうが

かんたん。 

(3) １２ 

 

 

 

 

 

 

２つの数のうち，大きいほうの数の倍数を求めて，それぞれの倍数を小

さいほうの数でわって，わりきれる数を見つけましょう。 

(３，４) 

４の倍数…………４，８，１２，１６，２０，２４，２８，３２，３６，… 

３でわりきれる… 

(６，８) 

８の倍数…………８，１６，２４，３２，４０，４８，５６，６４，７２，… 

６でわりきれる… 

(８，１０) 

１０の倍数………１０，２０，３０，４０，５０，６０，７０，８０，９０，… 

８でわりきれる… 

(６，１２)…１２は６の倍数だから，１２の倍数は全部６の倍数です。 

( )の中の数の公倍数を，小さいほうから順に３つかきましょう。 

（３，４）   （６，８）   （８，１０）   （６，１２） 

●補助教材41ページ 

 ２ 

４と６の公倍数の見つけ方を考えましょう。 

(1) 自分の考え方と比
くら

べましょう。 

(2) 公倍数の見つけ方について話し合いましょう。 

(3) ４と６の最小公倍数をいいましょう。 

●補助教材41ページ 

 ３ 

◎考え方 

 答え 

◎考え方 

公倍数の中でいちばん小さい数を最小公倍数といいます。 

と こ な 切 大 

× × ○ × × ○ × × ○ 

× × ○ × × ○ × × ○ 

× × × ○ × × × ○ × 
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(３，４)…１２，２４，３６ 

(６，８)…２４，４８，７２ 

(８，１０)…４０，８０，１２０ 

(６，１２)…１２，２４，３６ 

 

 

 

公倍数のうちでいちばん小さい数を見つけましょう。 

（３，４，１８）では，３の倍数と４の倍数と１８の倍数をかいて考え

ましょう。 

３の倍数…３，６，９,１２,１５,１８,２１,２４,２７,３０,３３,３６,… 

４の倍数…４，８，１２，１６，２０，２４，２８，３２，３６，… 

１８の倍数…１８，３６，… 

（３，９）…９  （６，１０）…３０     

（１２，８）…２４   （３，４，１８）…３６ 

 

 

 

 

 

 

 

１２をわりきる整数を見つける。 

１２÷１＝１２○  １２÷５＝２あまり２×  １２÷９＝１あまり３× 

１２÷２＝６ ○  １２÷６＝２ ○     １２÷１０＝１あまり２× 

１２÷３＝４ ○  １２÷７＝１あまり５×  １２÷１１＝１あまり１× 

１２÷４＝３ ○  １２÷８＝１あまり４×  １２÷１２＝１○ 

     (1)  

 

  

  １人，２人，３人，４人，６人，１２人 

 

 

 

えんぴつ１２本を何人かの子どもに同じ数ずつ分けます。 

あまりが出ないように分けられるのは，子どもの人数が何人のときか調べ

ましょう。 

(1) 子どもの人数が少ないときから順に調べましょう。 

 

●補助教材42ページ 

 答え 

( )の中の数の最小公倍数をかきましょう。 

（３，９）  （６，１０）  （１２，８）  （３，４，１８） 

●補助教材41ページ 

 答え 

 ３ 

◎考え方 

 答え 

 １ 

◎考え方 

１２をわりきることのできる整数を，１２の約数といいます。 

と こ な 切 大 

○ ○ ○ ○ 
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１３の約数は１と１３だけです。 

１，１３ 

 

 

 

 

４…１，２，４   ７…１，７   １５…１，３，５，１５ 

２３…１，２３   ４５…１，３，５，９，１５，４５    

６４…１，２，４，８，１６，３２，６４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・えんぴつ１２本をあまりなく分けられる人数（１２の約数） 

 １人，２人，３人，４人，６人，１２人 

・ノート１６さつをあまりなく分けられる人数（１６の約数） 

 １人，２人，４人，８人，１６人 

えんぴつもノートも同じ人数で分けられる場合を考えます。 

(1) 

 

 

(2) １人，２人，４人 

   

 

 

 

次の数の約数を全部かきましょう。 

４   ７   １５   ２３   ４５   ６４ 

●補助教材42ページ 

えんぴつ１２本とノート１６さつを，何人かの子どもに同じ数ずつ分けます。 

えんぴつもノートもあまりが出ないように分けられるのは，子どもの人数

が何人のときか調べましょう。 

(1) 下の数直線で１２の約数と１６の約数を○でかこみましょう。 

    

  

(2) えんぴつもノートもあまりが出ないように分けられるのは，何人のとき

ですか。 

●補助教材43ページ 

１３の約数を調べましょう。 

●補助教材42ページ 

 答え 

 答え 

 ３ 

 １ 

◎考え方 

１２の約数にも１６の約数にもなっている数を１２と

１６の公約数といいます。 

１２と１６の公約数は，１，２，４の３つです。 

と こ な 切 大 

 ２ 

 答え 

◎考え方 
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１ 

 

 

 

 

 

(1) あおいさん 

 …８の約数と１２の約数をかいて，

その中から同じ数を見つけた。 

  けんたさん 

 …小さいほうの８の約数で，１２を

わってみて，わりきれる数を見つ

けた。 

(3) 公約数の中で，いちばん大きい数を最大公約数といいます。 

(1) しょうりゃく。 

(2) ８の約数の中で，１２をわりきれる数を見つけるほうがかんたん。 

(3) ４ 

 

 

 

 

 

 

２つの数のうち，小さいほうの数の約数で，大きいほうの数をわって，

わりきれる数を見つけましょう。 

(１０，１５) １０の約数…………１，２，５，１０ 

       １５をわりきれる… 

(１６，４０) １６の約数…………１，２，４，８，１６ 

       ４０をわりきれる… 

( )の中の数の公約数を全部かきましょう。 

（１０，１５）   （１６，４０）   （１４，２８） 

●補助教材44ページ 

 ２ 

８と１２の公約数の見つけ方を考えましょう。 

(1) 自分の考え方と比
くら

べましょう。 

(2) 公約数の見つけ方について話し合いましょう。 

(3) ８と１２の最大公約数をいいましょう。 

●補助教材44ページ 

 ５ 

◎考え方 

 答え 

◎考え方 

公約数の中でいちばん大きい数を最大公約数といいます。 

と こ な 切 大 

○ × 

９と１０の公約数をかきましょう。 

●補助教材43ページ 

 ４ 

 答え 

◎考え方 ９

１０ 

× ○ 

○ ○ ○ ○ × 
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(１４，２８)…２８は１４の倍数だから，１４の約数は全部２８との公

約数です。 

(１０，１５)…１，５   (１６，４０)…１，２，４，８ 

(１４，２８)…１，２，７，１４ 

 

 

 

公約数のうちでいちばん大きい数を見つけましょう。 

（１２，１８）…６  （１５，３０）…１５  （４，１１）…１  

  

 

 

 

 

７の倍数は７でわりきれる数です。 

１４，４２，５６，８４   

 

 

 

 

それぞれの数を順に１からわっていきましょう。 

① １，１７   ② １，２，３，４，６，８，１２，２４ 

③ １，２，３，６，７，１４，２１，４２  

④ １，２，３，４，５，６，１０，１２，１５，２０，３０，６０ 

 

 

 

 

 

 

② ①で求めた数を８でわって，わりきれる数です。 

③ ８と１２の公倍数のうち，いちばん小さい数です。 

④ ②で求めた数は，すべて２４の倍数になっています。 

たしかめよう 

次の数のうち，７の倍数になっているものをかきましょう。 

１４   ２２   ３６   ４２   ５６   ６６   ７２   ８４ 

 

●補助教材45ページ 

１ 

 答え 

 答え 

８と１２の公倍数を見つけましょう。 

① 大きいほうの１２の倍数を，小さいほうから６つかきましょう。 

② ①で求めた数の中で，８と１２の公倍数を全部かきましょう。 

③ ８と１２の最小公倍数はいくつですか。 

④ ８と１２の公倍数は，ある数の倍数です。ある数とはいくつですか。 

●補助教材45ページ 

３ 

 答え 

( )の中の数の最大公約数をかきましょう。 

（１２，１８）   （１５，３０）   （４，１１） 

●補助教材44ページ 

 答え 

 ３ 

◎考え方 

次の数の約数を全部かきましょう。 

① １７      ② ２４      ③ ４２      ④ ６０ 

●補助教材45ページ 

２ 

◎考え方 

◎考え方 

◎考え方 
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① １２，２４，３６，４８，６０，７２  

② ２４，４８，７２ 

③ ２４ 

④ ２４ 

 

 

 

 

① (１８，３０) 

  １８の約数…………１，２，３，６，９，１８ 

  ３０をわりきれる… 

② (８，７) 

  ７の約数…………１，７ 

  ８をわりきれる… 

③ (７２，４８) 

  ４８の約数…………１，２，３，４，６，８，１２，１６，２４，４８ 

  ７２をわりきれる… 

① 公約数…１，２，３，６  最大公約数…６ 

② 公約数…１  最大公約数…１ 

③ 公約数…１，２，３，４，６，８，１２，２４  最大公約数…２４ 

 

 

 

 

９分おきに発車する電車と１２分おきに発車するバスだから，９と１２

の公倍数を考えましょう。３６，７２，１０８，… 

午前８時７２分＝午前９時１２分，午前８時１０８分＝午前９時４８分 

午前８時３６分，午前９時１２分，午前９時４８分 

 

 

 

 

 

 

 答え 

（ ）の中の数の公約数を，全部かきましょう。また，最大公約数をかき

ましょう。 

① （１８，３０）    ② （８，７）    ③ （７２，４８）    

●補助教材45ページ 

４ 

ある駅で，電車は９分おき，バスは１２分おきに発車します。午前８時に

電車とバスが同時に発車します。 

午前１０時までに同時に発車する時こくを調べましょう。 

●補助教材45ページ 

５ 

りんごが１６個
こ

，みかんが２４個あります。このりんごとみかんの両方を，

かごに同じ数ずつ分けます。 

りんごもみかんもあまりが出ないように，できるだけ多くのかごに分ける

と，いくつのかごに分けられますか。 

●補助教材45ページ 

６ 

 答え 

◎考え方 

○ ○ ○ ○ × × 

○ × 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 

 答え 

◎考え方 
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りんごの数１６個とみかんの数２４個の最大公約数を考えましょう。 

１６の約数…………１，２，４，８，１６ 

２４をわりきれる… 

８つ 

 
 答え 

◎考え方 

○ ○ ○ ○ × 
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◎約
やく

分
ぶん

の意味を理解し，それらを求めることができるようになる。 

◎通
つう

分
ぶん

の意味を理解し，分母のちがう分数の大きさを比
くら

べることができる。 

◎分母のちがう分数のたし算・ひき算ができるようになる。 

◎帯
たい

分
ぶん

数
すう

をふくむ分数のたし算・ひき算ができるようになる。 

 

 

１ 分数のたし算とひき算 

  分母が同じ分数のたし算では，分母はそのままにして，分子だけをたします。 

  分母が同じ分数のひき算では，分母はそのままにして，分子だけをひきます。 

 

２ 帯分数のたし算 

帯分数のたし算は，整数部分の和と分数部分の和をあわせます。 

 

３ 帯分数のひき算 

帯分数のひき算は，整数部分の差と分数部分の差をあわせます。 

帯分数から真分数をひくひき算は，帯分数を仮分数になおしてから計算します。 

 

 

１ 約分と通分 

  分数の分母と分子に同じ数をかけても，分母と

分子を同じ数でわっても，分数の大きさは変わり

ません。 

 

１ 約分 

  分数の分母と分子を，それらの公約数でわって，分

母の小さい分数にすることを，約
やく

分
ぶん

するといいます。 

 

 

 

◆ 分数のたし算とひき算 

これまでに勉強したこと 

 
ここで勉強すること 

 教科書のまとめ 

１２

１６
＝

３

４
 

３ 

４ 
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２ 通分 

  分母のちがう分数を，分母が同じ分数になおすこと

を，通
つう

分
ぶん

するといいます。通分するときには，ふつう

それぞれの分母の最小公倍数を分母にします。 

  
３

４
が

１

３
より大きいことを，

３

４
＞
１

３
， 

  
１

３
が

３

４
より小さいことを，

１

３
＜
３

４
とかきます。 

    

２ 分数のたし算とひき算 

１ 分数のたし算とひき算 

  分母のちがう分数のたし算とひき算は，通分すると計算できるようになります。 

  答えが仮分数になるときは，帯分数になおすと大きさがわかりやすくなります。 

  答えが約分できるときは，約分しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 帯分数をふくむ分数のたし算とひき算 

  帯分数をふくむ分数のたし算とひき算では，仮分数になおして計算したり，整

数部分どうし，分数部分どうしを計算します。 

  分数部分どうしのひき算ができないときは，整数部分から１くり下げて仮分数

にして計算します。 

     

 

   

１

３
＝
１×４

３×４
＝

４

１２
 

３

４
＝
３×３

４×３
＝

９

１２
 

１

２
＋
５

６
＝
３

６
＋
５

６
 

   ＝
８

６
 

   ＝１
１

３
 

…通分する。 

…仮分数を帯分数になおす。 

３ 

４ 

…約分する。 

５

６
－
１

２
＝
５

６
－
３

６
 

   ＝
２

６
 

   ＝
１

３
 

…通分する。 

…約分する。 

１ 

３ 

２
２

３
＋１

７

１２
＝２

８

１２
＋１

７

１２
 

      ＝３
１５

１２
 

      ＝４
１

４
 

５ 

４ 

２
１

３
－１

７

１２
＝２

４

１２
－１

７

１２
 

      ＝１
１６

１２
－１

７

１２
 

      ＝
９

１２
 

      ＝
３

４
 

…１くり下げる。 

３ 

４ 
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それぞれの数直線には，等分されためもりがうたれています。 

めもりのいくつ分かをかぞえて，□の数を調べましょう。 

(1) 右の数直線から，
３

４
＝
６

８
＝

９

１２
 

(2) なおとさん              分母と分子に同じ数を

かけても，分数の大きさ

は変わらない。 

 

 

 

  あやかさん              分母と分子を同じ数で

わっても，分数の大きさ

は変わらない。 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□にあてはまる数をかきましょう。 

２

３
＝
□

９
＝
８

□
   

１８

２４
＝
９

□
＝
□

４
   

６

８
＝
３

□
＝

□

２０
 

●補助教材48ページ 

分母がちがっても，等しい分数が

あります。 

等しい分数のつくり方を調べま

しょう。 

(1) 数直線を見て， と等しい分数を見つけましょう。 

(2)  と等しい分数の分母どうし，分子どうしの関係について，わかったこ

とを発表しましょう。 

●補助
ほ じ ょ

教材
きょうざい

47～48ページ 

 答え 

 １ 

 １ 

◎考え方 

分数の分母と分子に同じ数をかけても，分母と分子を同

じ数でわっても，分数の大きさは変わりません。 

３

４３

４

３ 

３ 

３ 

３ 

と こ な 切 大 
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分母，あるいは分子がもとの分数の分母，あるいは分子の何倍になって

いるかを考え，同じ数をかけて(でわって)等しい分数をつくります。 

 

 

 

 

２

３
＝
６

９
＝

８

１２
   

１８

２４
＝

９

１２
＝
３

４
   

６

８
＝
３

４
＝
１５

２０
 

 

 

 

 

分数の分母と分子に同じ数をかけても，分母と分子を同じ数でわっても，

分数の大きさは変わらないということから，等しい分数をつくりましょう。 

(例)
１

４
… 

２

８
，

３

１２
 

２

５
… 

４

１０
，

６

１５
  

４

８
… 

１

２
，
３

６
    

  
２

６
… 

１

３
，

４

１２
 

１２

２０
… 

３

５
，

６

１０
  

１０

１５
… 

２

３
，
４

６
   

 

 

 

 

分数と分母と分子を同じ数でわります。 

 

 

 

 

(1) ななみさん…分母と分子を２でわり，さらに分母と分子を２でわっ

ている。 

  つばささん…分母と分子を４でわっている。 

 

   

 

 

１２

１６
と等しい分数で，分母が１６より小さい分数をつくりましょう。 

(1) ２人の考え方を説明しましょう。 

●補助教材49ページ 

 答え 

 答え 

 ２ 

◎考え方 

◎考え方 

分数の分母と分子を，それらの公約数でわって，分母の小さい分数にすること

を約分するといいます。 

分数では，ふつう，約分して分母と分子をできるだけ小さくします。 

と こ な 切 大 

次の分数と等しい分数を２つずつつくりましょう。 

１

４
   

２

５
   

４

８
   

２

６
   

１２

２０
   

１０

１５
    

●補助教材48ページ 

 答え 

 ２ 

◎考え方 

１２

１６
＝

３

４
 

３ 

４ 
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３

６
  ＝  

１

２
  

４

１０
  ＝  

２

５
  

４

１２
  ＝  

１

３
 

 

１６

２４
  ＝  

２

３
 

２８

３５
  ＝  

４

５
  

１８

５４
  ＝  

１

３
 

１

２
   

２

５
   

１

３
   

２

３
   

４

５
   

１

３
   

 

 

 

 

 

 

 

(1) みさきさん…数直線で考えた。 

  ゆうたさん…それぞれの分数を小数になおして比べた。 

  あやかさん…それぞれの分数の分母が同じになるようにして比べた。 

 のほうが大きい。 

(1) しょうりゃく。 

(2) しょうりゃく。 

(3) (例)あやかさんの考え方が比べやすい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

( )の中の分数を通分して，大きさを比べましょう。 

（
１

３
，
２

７
）   （

３

８
，
２

５
）   （

２

３
，
３

５
）   （

３

４
，
６

７
） 

●補助教材50ページ 

 ４ 

 と では，どちらのほうが大きいですか。 

(1) 大きさの比
くら

べ方を考えましょう。 

(2) 自分の考え方を発表しましょう。 

(3) 分母のちがう分数の大きさの比べ方について，わかったことを話し合い

ましょう。 

●補助教材49ページ 

 ３ 

◎考え方 

 答え 

次の分数を約分しましょう。 

３

６
   

４

１０
   

４

１２
   

１６

２４
   

２８

３５
   

１８

５４
    

●補助教材49ページ 

 ３ 

◎考え方 １
(３でわる) 

２

２
(２でわる) 

５

１
(４でわる) 

３

４
(７でわる) 

５

１
(18でわる) 

３

２
(８でわる) 

３

 答え 

２

３
 
３

４

分母のちがう分数を，分母が同じ分数になおすことを，通分するといいます。 

と こ な 切 大 

３

４
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１

３
＝
１×７

３×７
＝

７

２１
，
２

７
＝
２×３

７×３
＝

６

２１
  

３

８
＝
３×５

８×５
＝
１５

４０
，
２

５
＝
２×８

５×８
＝
１６

４０
 

２

３
＝
２×５

３×５
＝
１０

１５
，
３

５
＝
３×３

５×３
＝

９

１５
   

３

４
＝
３×７

４×７
＝
２１

２８
，
６

７
＝
６×４

７×４
＝
２４

２８
 

それぞれ，
１

３
  

２

５
  

２

３
  

６

７
 が大きい。  

 

 

 

 

 

 

(1) たいきさん…分母どうしをかけて通分した。 

  ももこさん…分母の９と６の最小公倍数を求めて通分した。 

 のほうが大きい。 

(1) しょうりゃく。 

(2) しょうりゃく。 

(3) (例)ももこさんの考え方が比べやすい。 

 

 

 

分母の４と８の最小公倍数を求めて，それぞれ

の分数を通分して比べましょう。 

 のほうが大きい。 

 

 

 

 

 

 と では，どちらのほうが大きいですか。 

(1) 通分のしかたを考えましょう。 

(2) 自分の考え方を発表しましょう。 

(3) 通分のしかたについて話し合いましょう。 

●補助教材51ページ 

 答え 

◎考え方 

 ４ 

 答え 

◎考え方 

７

９
 
５

６
 

◎考え方 

 と では，どちらのほうが大きいですか。 

●補助教材51ページ 

 ５ 
３

４
 
７

８
 

分母のちがう分数の大小は，分母を通分して比べます。 

通分するときには，ふつうそれぞれの分母の最小公倍数を分母にします。 

と こ な 切 大 

 答え 
５

６
 

３

４
＝
３×２

４×２
＝
６

８
 

７

８
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それぞれの分母の最小公倍数を求めて通分しましょう。 

４と６の最小公倍数は１２ 
３

４
＝
３×３

４×３
＝

９

１２
，
５

６
＝
５×２

６×２
＝
１０

１２
 

１２と９の最小公倍数は３６ 
７

１２
＝

７×３

１２×３
＝
２１

３６
，
４

９
＝
４×４

９×４
＝
１６

３６
 

３と６の最小公倍数は６ 
２

３
＝
２×２

３×２
＝
４

６
，
５

６
   

（
９

１２
，
１０

１２
）   （

２１

３６
，
１６

３６
）   （

４

６
，
５

６
） 

 

 

 

 

 

 

(2) りなさん…正方形の面積の図を使って考えました。 

  しょうさん… と を通分して，分母を同じにして考えました。 

(1) 
１

３
＋
１

２
 

(2) りなさん              しょうさん 

 

 

 

 

 

 

 

(3) しょうりゃく。 

  
１

３
＋
１

２
＝
５

６
           答え 

５

６
ℓ  

( )の中の分数を通分しましょう。 

（
３

４
，
５

６
）     （

７

１２
，
４

９
）     （

２

３
，
５

６
） 

●補助教材51ページ 

 答え 

 ５ 

◎考え方 

牛
ぎゅう

乳
にゅう

が ℓはいったびんと ℓはいったびんがあります。 

あわせて何ℓありますか。 

(1) 式をかきましょう。 

(2) 計算のしかたを考えましょう。 

(3) 分母のちがう分数のたし算のしかたについて，話し合いましょう。 

●補助教材52ページ 

 １ 

◎考え方 

１

３

 答え 

１

２
 

５

６
 

５

６
 

１

３

１

２
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分母の最小公倍数を求めて，通分しましょう。 

１

２
＋
１

５
＝

５

１０
＋

２

１０
＝

７

１０
  

１

２
＋
１

４
＝
２

４
＋
１

４
＝
３

４
 

１

４
＋
１

６
＝

３

１２
＋

２

１２
＝

５

１２
   

 

 

 

 

 

分母の最小公倍数を求めて，通分しましょう。 

２

３
＋
１

４
＝

８

１２
＋

３

１２
＝
１１

１２
  

１

６
＋
２

７
＝

７

４２
＋
１２

４２
＝
１９

４２
 

１

３
＋
３

８
＝

８

２４
＋

９

２４
＝
１７

２４
   

２

３
＋
１

６
＝
４

６
＋
１

６
＝
５

６
 

３

４
＋
１

８
＝
６

８
＋
１

８
＝
７

８
   

２

９
＋
１

３
＝
２

９
＋
３

９
＝
５

９
 

４

９
＋
１

６
＝

８

１８
＋

３

１８
＝
１１

１８
   

１

６
＋
３

４
＝

２

１２
＋

９

１２
＝
１１

１２
 

３

８
＋

５

１２
＝

９

２４
＋
１０

２４
＝
１９

２４
 

 

 

 

 

(1) 分母の４と３の最小公倍数は１２です。 

  答えが仮分数になるときは，帯分数になおすと，大きさがわかりや

すくなります。 

(2) 分母の１０と６の最小公倍数は３０です。 

  答えが約分できるときは約分しましょう。 

◎考え方 

１

２
＋
１

５
     

１

２
＋
１

４
     

１

４
＋
１

６
     

●補助教材52ページ 

 １ 

 答え 

分母がちがう分数のたし算は，通分すると計算できるようになります。 

と こ な 切 大 

 答え 

◎考え方 

２

３
＋
１

４
    

１

６
＋
２

７
    

１

３
＋
３

８
    

２

３
＋
１

６
    

３

４
＋
１

８
 

２

９
＋
１

３
    

４

９
＋
１

６
    

１

６
＋
３

４
    

３

８
＋

５

１２
  

●補助教材53ページ 

 ２ 

 答え 

◎考え方 

次の計算のしかたを考えましょう。 

 (1) 
３

４
＋
２

３
   (2) 

３

１０
＋
１

６
 

●補助教材53ページ 

 ２ 
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(1)    (2) 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

答えが仮分数になるときは，帯分数になおしましょう。 

答えが約分できるときは，約分しましょう。 

５

６
＋
７

９
＝
１５

１８
＋
１４

１８
＝
２９

１８
＝１

１１

１８
   

１

４
＋
４

５
＝

５

２０
＋
１６

２０
＝
２１

２０
＝１

１

２０
 

５

６
＋

１

１０
＝
２５

３０
＋

３

３０
＝
２８

３０
＝
１４

１５
   

１

１５
＋
５

６
＝

２

３０
＋
２５

３０
＝
２７

３０
＝

９

１０
 

１

２
＋
１

６
＝
３

６
＋
１

６
＝
４

６
＝
２

３
      

２

３
＋

２

１５
＝
２０

３０
＋

４

３０
＝
２４

３０
＝
４

５
 

７

１２
＋
１

４
＝

７

１２
＋

３

１２
＝
１０

１２
＝
５

６
    

３

１０
＋
１３

１５
＝

９

３０
＋
２６

３０
＝
３５

３０
＝
７

６
＝１

１

６
 

５

６
＋

３

１４
＝
３５

４２
＋

９

４２
＝
４４

４２
＝
２２

２１
＝１

１

２１
 

 

 

 

 

 答え 

５

６
＋
７

９
    

１

４
＋
４

５
    

５

６
＋

１

１０
    

１

１５
＋
５

６
    

１

２
＋
１

６
 

２

３
＋

２

１５
    

７

１２
＋
１

４
   

３

１０
＋
１３

１５
   

５

６
＋

３

１４
  

●補助教材53ページ 

 ３ 

 答え 

◎考え方 

１４ 

１５ 
２

３

４

５
５

６
７

６

９ 

１０ 

２２ 

２１ 

３

４
＋
２

３
＝

９

１２
＋

８

１２
 

   ＝
１７

１２
 

   ＝１
５

１２
 

３

１０
＋
１

６
＝

９

３０
＋

５

３０
 

    ＝
１４

３０
 

    ＝
７

１５
 

７ 

１５ 
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(2) つばささん…正方形の面積の図を使って考えました。 

  のりかさん… と を通分して，分母を同じにして考えました。 

(1) 
２

３
－
１

２
 

(2) つばささん          のりかさん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) しょうりゃく。 

  
２

３
－
１

２
＝
１

６
           答え 

１

６
ℓ  

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
１

４
＝
１×３

４×３
＝

３

１２
，
１

３
＝
１×４

３×４
＝

４

１２
    

ジュースが  ℓ，牛乳が  ℓあります。 

ジュースは何ℓ多いですか。 

(1) 式をかきましょう。 

(2) 計算のしかたを考えましょう。 

(3) 分母のちがう分数のひき算のしかたについて，話し合いましょう。 

●補助教材54ページ 

 ３ 
２

３

分母がちがう分数のひき算も，通分すると計算できるようになります。 

と こ な 切 大 

１

２
 

( )の中の２つの分数の大小を比
くら

べて，大きいほうから小さい方をひ

きましょう。 

①（
１

４
，
１

３
）    ②（

７

８
，
５

６
）    ③（

１

２
，
５

８
）  

●補助教材54ページ 

 ４ 

◎考え方 

◎考え方 

 答え 

２

３

１

２
 

１

６

１

６
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② 
７

８
＝
７×３

８×３
＝
２１

２４
，
５

６
＝
５×４

６×４
＝
２０

２４
   

③ 
１

２
＝
１×４

２×４
＝
４

８
，
５

８
   

① 
１

４
＜
１

３
 
１

３
－
１

４
＝

４

１２
－

３

１２
＝

１

１２
  

② 
７

８
＞
５

６
 
７

８
－
５

６
＝
２１

２４
－
２０

２４
＝

１

２４
 

③ 
１

２
＜
５

８
 
５

８
－
１

２
＝
５

８
－
４

８
＝
１

８
 

 

 

 

 

 

分母の最小公倍数を求めて，通分しましょう。 

２

３
－
１

４
＝

８

１２
－

３

１２
＝

５

１２
  

５

６
－
３

５
＝
２５

３０
－
１８

３０
＝

７

３０
 

４

５
－
１

３
＝
１２

１５
－

５

１５
＝

７

１５
   

５

７
－
１

２
＝
１０

１４
－

７

１４
＝

３

１４
 

８

９
－
１

３
＝
８

９
－
３

９
＝
５

９
   

５

６
－
２

３
＝
５

６
－
４

６
＝
１

６
 

３

８
－
１

６
＝

９

２４
－

４

２４
＝

５

２４
   

５

６
－
３

４
＝
１０

１２
－

９

１２
＝

１

１２
 

４

９
－
１

６
＝

８

１８
－

３

１８
＝

５

１８
 

 

 

 

 

① 分母の３と７の最小公倍数は２１です。 

  答えが仮分数になるときは，帯分数になおすと，大きさがわかりや

すいです。 

② 分母の６と１０の最小公倍数は３０です。 

  答えが約分できるときは約分しましょう。 

◎考え方 

２

３
－
１

４
    

５

６
－
３

５
    

４

５
－
１

３
    

５

７
－
１

２
    

８

９
－
１

３
 

５

６
－
２

３
    

３

８
－
１

６
    

５

６
－
３

４
    

４

９
－
１

６
  

●補助教材55ページ 

 ５ 

 答え  答え 

◎考え方 

次の計算のしかたを考えましょう。 

 ① 
４

３
－
３

７
   ② 

５

６
－

３

１０
 

●補助教材55ページ 

 ４ 

 答え 
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(1)    (2) 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

答えが仮分数になるときは，帯分数になおしましょう。 

答えが約分できるときは，約分しましょう。 

７

５
－
４

７
＝
４９

３５
－
２０

３５
＝
２９

３５
    

５

４
－
７

９
＝
４５

３６
－
２８

３６
＝
１７

３６
 

７

１５
－

３

１０
＝
１４

３０
－

９

３０
＝

５

３０
＝
１

６
   

７

１０
－
１

６
＝
２１

３０
－

５

３０
＝
１６

３０
＝

８

１５
 

１

２
－
１

６
＝
３

６
－
１

６
＝
２

６
＝
１

３
      

７

１０
－
１

５
＝

７

１０
－

２

１０
＝

５

１０
＝
１

２
 

３

８
－

５

２４
＝

９

２４
－

５

２４
＝

４

２４
＝
１

６
    

４

３
－
５

６
＝
８

６
－
５

６
＝
３

６
＝
１

２
 

７

６
－

３

１０
＝
３５

３０
－

９

３０
＝
２６

３０
＝
１３

１５
 

 

 

 

分母の２と３と４の最小公倍数は１２だから，通分しましょう。 

１

２
＋
２

３
－
１

４
＝

６

１２
＋

８

１２
－

３

１２
＝
１１

１２
 

 

 答え 

７

５
－
４

７
   

５

４
－
７

９
   

７

１５
－

３

１０
   

７

１０
－
１

６
   

１

２
－
１

６
 

７

１０
－
１

５
   

３

８
－

５

２４
   

４

３
－
５

６
    

７

６
－

３

１０
  

●補助教材55ページ 

 ６ 

 答え 

◎考え方 

１ 

６ 
１

３

１

２
１

２

８ 

１５ 

１ 

６ 

４

３
－
３

７
＝
２８

２１
－

９

２１
 

   ＝
１９

２１
 

    

５

６
－

３

１０
＝
２５

３０
－

９

３０
 

    ＝
１６

３０
 

    ＝
８

１５
 

８ 

１５ 

１３ 

１５ 

 答え 

◎考え方 

１

２
＋
２

３
－
１

４
の計算のしかたを考えましょう。 

●補助教材55ページ 

 ５ 
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分母の４と６と３の最小公倍数は１２です。 

分母の４と５と２の最小公倍数は２０です。 

分母の９と３と６の最小公倍数は１８です。 

１

４
＋
１

６
＋
２

３
＝

３

１２
＋

２

１２
＋

８

１２
＝
１３

１２
＝１

１

１２
 

３

４
－
３

５
＋
１

２
＝
１５

２０
－
１２

２０
＋
１０

２０
＝
１３

２０
 

８

９
－
２

３
－
１

６
＝
１６

１８
－
１２

１８
－

３

１８
＝

１

１８
 

 

 

 

 

 

(1) はるきさん…帯分数である１ ，２ をそれぞれ仮分数になおして

考えています。 

  

 

 

 

 

 

 

 りなさん……整数部分どうし，分数部分どうしを計算しています。  

と を通分しましょう。 

 

 

 

 

(2) しょうりゃく。 

 

１

４
＋
１

６
＋
２

３
  

３

４
－
３

５
＋
１

２
  

８

９
－
２

３
－
１

６
    

●補助教材55ページ 

 ７ 

 答え 

◎考え方 

１
１

２
＋２

１

３
の計算のしかたを考えましょう。 

(1) ２人の考えを説明しましょう。 

(2) 帯分数のたし算のしかたについて話し合いましょう。 

●補助教材56ページ 

 ６ 

 答え 
１

２
 

１

３
 

１

２
 
１

３
 

１
１

２
＋２

１

３
＝
３

２
＋
７

３
 

     ＝
９

６
＋
１４

６
 

     ＝
２３

６
 

     ＝３
５

６
    

１
１

２
＋２

１

３
＝１

３

６
＋２

２

６
 

     ＝３
５

６
    

…帯分数を仮分数になおす。 

…通分して分母を６にそろえる。 

…仮分数を帯分数になおす。 

…通分して分母を６にそろえる。 

…整数部分どうし,分数部分どうしを計算する。 
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(1) しょうさん…帯分数である３ ，１ をそれぞれ仮分数になおして

考えています。 

   

 

 

 

 

 

 

  くららさん…整数部分どうし，分数部分どうしを計算しています。  

と を通分して考えましょう。 

 

 

 

 

(2) しょうりゃく。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３
２

３
－１

１

５
の計算のしかたを考えましょう。 

(1) ２人の考えを説明しましょう。 

(2) 帯分数のひき算のしかたについて話し合いましょう。 

●補助教材56ページ 

 ７ 

２
３

４
＋１

１

６
と２

３

４
－１

１

６
の計算をしましょう。    

●補助教材56ページ 

 ８ 

次の計算のしかたを考えましょう。 

 ① １
３

４
＋２

５

６
   ② ２

５

６
＋１

４

１５
 

●補助教材57ページ 

 ８ 

 答え 
２

３
 

１

５
 

２

３
 
１

５
 

３
２

３
－１

１

５
＝
１１

３
－
６

５
 

     ＝
５５

１５
－
１８

１５
 

     ＝
３７

１５
 

     ＝２
７

１５
    

３
２

３
－１

１

５
＝３

１０

１５
－１

５

１５
 

     ＝２
７

１５
 

 答え 
２
３

４
－１

１

６
＝２

９

１２
－１

２

１２
 

     ＝１
７

１２
 

２
３

４
＋１

１

６
＝
１１

４
＋
７

６
 

     ＝
３３

１２
＋
１４

１２
 

     ＝
４７

１２
 

     ＝３
１１

１２
    

…帯分数を仮分数になおす。 

…通分して分母を１５にそろえる。 

…仮分数を帯分数になおす。 

…通分して分母を１５にそろえる。 

…整数部分どうし,分数部分どうしを計算する。 
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① 答えが仮分数になるときは，帯分数になおしましょう。 

② 答えが約分できるときは約分しましょう。 

①      ② 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

答えが仮分数になるときは，帯分数になおしましょう。 

答えが約分できるときは，約分しましょう。 

３
５

６
＋２

３

８
＝３

２０

２４
＋２

９

２４
＝５

２９

２４
＝６

５

２４
   

１
２

９
＋１

５

６
＝１

４

１８
＋１

１５

１８
＝２

１９

１８
＝３

１

１８
 

２
３

４
＋
５

６
＝２

９

１２
＋
１０

１２
＝２

１９

１２
＝３

７

１２
 

１
１

４
＋３

１１

１２
＝１

３

１２
＋３

１１

１２
＝４

１４

１２
＝５

１

６
 

 

３
３

１０
＋１

５

６
＝３

９

３０
＋１

２５

３０
＝４

３４

３０
＝５

２

１５
 

 

１
２

３
＋

７

１２
＝１

８

１２
＋

７

１２
＝１

１５

１２
＝２

１

４
 

 

 

 

 

 

次の計算のしかたを考えましょう。 

 ① ３
１

３
－１

１

２
   ② ５

１

６
－３

９

１０
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 答え 

◎考え方 

３
５

６
＋２

３

８
  １

２

９
＋１

５

６
  ２

３

４
＋
５

６
 

１
１

４
＋３

１１

１２
  ３

３

１０
＋１

５

６
  １

２

３
＋

７

１２
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 ９ 

 答え 

◎考え方 

１
３

４
＋２

５

６
＝１

９

１２
＋２

１０

１２
 

     ＝３
１９

１２
 

     ＝４
７

１２
  

２
５

６
＋１

４

１５
＝２

２５

３０
＋１

８

３０
 

      ＝３
３３

３０
 

      ＝４
１

１０
 

１１ 

１０ 

７ 

６ 
１７ 

１５ 

５ 

４ 

 ９ 
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① 答えが仮分数になるときは，帯分数になおしましょう。 

② 答えが約分できるときは約分しましょう。 

①      ② 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

答えが仮分数になるときは，帯分数になおしましょう。 

答えが約分できるときは，約分しましょう。 

３
３

５
－１

２

３
＝３

９

１５
－１

１０

１５
＝２

２４

１５
－１

１０

１５
＝１

１４

１５
   

２
２

７
－１

４

５
＝２

１０

３５
－１

２８

３５
＝１

４５

３５
－１

２８

３５
＝
１７

３５
 

１
１

３
－
５

８
＝１

８

２４
－
１５

２４
＝
３２

２４
－
１５

２４
＝
１７

２４
 

４
１

４
－２

１１

１２
＝４

３

１２
－２

１１

１２
＝３

１５

１２
－２

１１

１２
＝１

４

１２
＝１

１

３
 

 

２
１

６
－１

５

１２
＝２

２

１２
－１

５

１２
＝１

１４

１２
－１

５

１２
＝

９

１２
＝
３

４
 

 

２
１

１０
－
１

２
＝２

１

１０
－

５

１０
＝１

１１

１０
－

５

１０
＝１

６

１０
＝１

３

５
 

 

 

   

 

 

 答え 

◎考え方 

３
３

５
－１

２

３
  ２

２

７
－１

４

５
  １

１

３
－
５

８
 

４
１

４
－２

１１

１２
  ２

１

６
－１

５

１２
  ２

１

１０
－
１

２
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 10 

 答え 

◎考え方 

３
１

３
－１

１

２
＝３

２

６
－１

３

６
 

     ＝２
８

６
－１

３

６
 

     ＝１
５

６
  

５
１

６
－３

９

１０
＝５

５

３０
－３

２７

３０
 

      ＝４
３５

３０
－３

２７

３０
 

      ＝１
８

３０
 

      ＝１
４

１５
 

４ 

１５ 

１ 

３ 
３ 

４ 
３ 

５ 

３
７

１２
－１

５

８
＋
１

４
  ５

８

９
－
３

４
－
１１

１２
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 11 
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①            ② 

 

   

 

 

 

 

分母と分子を最大公約数でわって約分します。 

① 
６

８
  ＝  

３

４
   ② 

９

１５
  ＝  

３

５
   ③ 

１２

３６
  ＝  

１

３
 

 

④ 
１６

６４
  ＝  

１

４
   ⑤ 

６３

５４
  ＝  

７

６
 

① 
３

４
    ② 

３

５
    ③ 

１

３
    ④ 

１

４
   ⑤ 

７

６
（１

１

６
） 

 

たしかめよう 

□にあてはまる数をかきましょう。 

①               ② 

 

●補助教材58ページ 

１ 

 答え 

 答え 

次の分数を約分しましょう。 

① 
６

８
    ② 

９

１５
    ③ 

１２

３６
    ④ 

１６

６４
    ⑤ 

６３

５４
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２ 

◎考え方 

 ３
７

１２
－１

５

８
＋
１

４
 

＝３
１４

２４
－１

１５

２４
＋

６

２４
 

＝２
３８

２４
－１

１５

２４
＋

６

２４
 

＝１
２９

２４
 

＝２
５

２４
 

 答え 
 ５

８

９
－
３

４
－
１１

１２
 

＝５
３２

３６
－
２７

３６
－
３３

３６
 

＝４
６８

３６
－
２７

３６
－
３３

３６
 

＝４
８

３６
 

＝４
２

９
 

２ 

９ 

３ 

３ 

９ 
４ 

６ 

６ 

３
(３でわる) 

４

３
(３でわる) 

５

１
(１２でわる) 

３
１

(１６でわる) 

４

７
(９でわる) 

６
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① 
１

４
＝

５

２０
，
２

５
＝

８

２０
 ② 

５

６
＝
２０

２４
，
７

８
＝
２１

２４
 

③ 
３

４
＝
１２

１６
，
１３

１６
  ④ 

５

９
＝
２０

３６
，

７

１２
＝
２１

３６
，
３

４
＝
２７

３６
 

大きいほうは① 
２

５
  ② 

７

８
  ③ 

１３

１６
  ④ 

３

４
  

 

 

 

 

 

 

 

答えが約分できるときは約分しましょう。 

① 
１

３
＋
４

７
＝

７

２１
＋
１２

２１
＝
１９

２１
 

② 
２

１５
＋
５

６
＝

４

３０
＋
２５

３０
＝
２９

３０
   

③ 
５

６
＋
１

９
＝
１５

１８
＋

２

１８
＝
１７

１８
    

④ 
１

４
＋

７

１２
＝

３

１２
＋

７

１２
＝
１０

１２
＝
５

６
 

⑤ 
３

４
＋
１

３
＝

９

１２
＋

４

１２
＝
１３

１２
＝１

１

１２
     

⑥ 
５

１２
＋
５

６
＝

５

１２
＋
１０

１２
＝
１５

１２
＝１

１

４
   

⑦ 
３

４
－
２

５
＝
１５

２０
－

８

２０
＝

７

２０
    

⑧ 
７

８
－
５

６
＝
２１

２４
－
２０

２４
＝

１

２４
 

 ( )の中の分数を通分して，大きさを比べましょう。 

①（
１

４
，
２

５
）  ②（

５

６
，
７

８
）  ③（

３

４
，
１３

１６
）  ④（

５

９
，

７

１２
，
３

４
） 

●補助教材58ページ 

３ 

 答え 

次の計算をしましょう。 

① 
１

３
＋
４

７
    ② 

２

１５
＋
５

６
  ③ 

５

６
＋
１

９
   ④ 

１

４
＋

７

１２
 

⑤ 
３

４
＋
１

３
    ⑥ 

５

１２
＋
５

６
  ⑦ 

３

４
－
２

５
   ⑧ 

７

８
－
５

６
 

⑨ 
７

９
－

５

１２
    ⑩ 

９

１０
－
５

６
  ⑪ 

８

５
－
２

３
   ⑫ 

７

６
－

５

１２
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４ 

◎考え方 

 答え 

◎考え方 

５ 

４ 
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⑨ 
７

９
－

５

１２
＝
２８

３６
－
１５

３６
＝
１３

３６
     

⑩ 
９

１０
－
５

６
＝
２７

３０
－
２５

３０
＝

２

３０
＝

１

１５
   

⑪ 
８

５
－
２

３
＝
２４

１５
－
１０

１５
＝
１４

１５
    

⑫ 
７

６
－

５

１２
＝
１４

１２
－

５

１２
＝

９

１２
＝
３

４
 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
１

３
＋
１

６
＋
１

５
＝
１０

３０
＋

５

３０
＋

６

３０
＝
２１

３０
＝

７

１０
  

② 
７

８
－
１

２
－
１

４
＝
７

８
－
４

８
－
２

８
＝
１

８
    

③ 
６

７
－
５

６
＋
２

３
＝
３６

４２
－
３５

４２
＋
２８

４２
＝
２９

４２
    

④ ２
１

４
＋１

２

３
＝２

３

１２
＋１

８

１２
＝３

１１

１２
   

⑤ １
５

６
＋２

２

３
＝１

５

６
＋２

４

６
＝３

９

６
＝４

１

２
    

⑥ ４
４

５
－２

３

４
＝４

１６

２０
－２

１５

２０
＝２

１

２０
   

⑦ ５
１

２
－３

１

５
＝５

５

１０
－３

２

１０
＝２

３

１０
   

⑧ ２
１

６
－
３

５
＋１

２

３
＝ ２

５

３０
－
１８

３０
＋１

２０

３０
＝１

３５

３０
－
１８

３０
＋１

２０

３０
 

           ＝２
３７

３０
＝３

７

３０
   

次の計算をしましょう。 

① 
１

３
＋
１

６
＋
１

５
  ② 

７

８
－
１

２
－
１

４
   ③ 

６

７
－
５

６
＋
２

３
   

④ ２
１

４
＋１

２

３
  ⑤ １

５

６
＋２

２

３
   ⑥ ４

４

５
－２

３

４
   

⑦ ５
１

２
－３

１

５
  ⑧ ２

１

６
－
３

５
＋１

２

３
   ⑨ ３

１

４
－１

１

３
－１

１

２
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５ 

 答え 
７ 

１０ 

３ 

２ 
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⑨ ３
１

４
－１

１

３
－１

１

２
＝３

３

１２
－１

４

１２
－１

６

１２
＝２

１５

１２
－１

４

１２
－１

６

１２
 

          ＝
５

１２
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◎平均の意味について理解し，それを求めることができるようになる。 

◎平均を使った問題を解けるようになる。 

 

 

１ わり算 

 同じ数ずつ分ける 

 ・１２個のあめを１人に４個
こ

ずつ分けると，何人に分けられますか。 

   １２÷４＝３   ３人 

 ・１２個のあめを４人に同じ数ずつ分けると，１人何個ずつ分けられますか。 

   １２÷４＝３   ３個 

 

２ 概数 

 およその数を，概
がい

数
すう

といいます。 

・上から２けたの概数を求めるには，３けためを四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

します。 

   ２７.４→約２７  ２７.５→約２８ 

 

 

１ 平均 

１ 平均 

  いくつかの数量をならして等しくしたときの大きさを，それらの数量の平
へい

均
きん

と

いいます。 

 

２ 平均の求め方 

  平均は，平均するものの数量の合計を，個数でわれば求められます。 

      平均＝合計÷個数 

  ５本の入れものの牛
ぎゅう

乳
にゅう

の平均 

 

 

 

◆ 平均 

これまでに勉強したこと 

 
ここで勉強すること 

 教科書のまとめ 
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  本のさっ数など，ふつう小数で表せないものも，平均では小数で表すことがあ

ります。 

  平均を求めようとするものの中に０がある場合，０をはぶかずに計算します。 

 ・１人平均何さつの本を読んだことになるか。 

  

 

 

   (４＋５＋３＋０＋６)÷５＝３.６  ３.６さつ 

 

２ 平均を使う問題 

１ 平均の考えを使って問題を考える 

  １歩の歩はばを平均によって求め，道のりを求めることができます。 

 ・けんたさんの１０歩の長さを３回はかった平均…４m３６cm 

  １歩の歩はば…４３６÷１０＝４３.６ けんたさんの１歩の歩はばは，約４４cm 

  かんたさんの家から学校まで９６０歩で歩いたとき，かんたさんの家から学校

までの道のりは，約何mですか。上から２けたの概数で求めましょう。 

  ０.４４×９６０＝４２２.４        約４２０m 

今月に読んだ本のさっ数 

名 ま え けんじ あかね しゅん はるな ゆうと 

さっ数(さつ) ４ ５ ３ ０ ６ 
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(1) さし絵のようなそうさをすると，１人分が求められます。 

(2) ももこさんの考え方は，計算では求めにくい。 

  たくやさんの考え方を使って，５つの入れもののジュースを１つの

入れものに集めた後で，５等分すると考えます。 

 

 

 

 

 

     (1) しょうりゃく。 

(2) (８０＋７０＋９０＋７５＋８５)÷５＝８０         ８０mℓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たまごを使わなかった(０個)日も日数に入れましょう。 

１日に使った個数の平均＝個数の合計÷日数 

平均を考えるときは，個数も小数になることがあります。 

 (７＋４＋０＋７＋３＋６)÷６＝２７÷６＝４.５        ４.５個 

大きさのちがうオレンジが５個
こ

あります。１個ずつしぼってジュースをつ

くり，５人で飲みます。 

１人分は何mℓになりますか。 

(1) どのカップも同じ量にするには，どのようにしてならせばよいですか。

ならすしかたを考えましょう。 

(2) オレンジ1個からしぼったジュースの量の平均を，計算で求める方法を

考えましょう。 

●補助
ほ じ ょ

教材
きょうざい

59～61ページ 

 答え 

 １ 

 答え 

◎考え方 

◎考え方 

いくつかの数量をならして等しくしたときの大きさを，それらの数量の平均といいます。 

平均は，平均するものの数量の合計を，個数でわれば求められます。 

     平均＝合計÷個数 

と こ な 切 大 

下の表は，ゆうやさんの家で料理に使ったたまごの個数を表しています。 

１日平均何個のたまごを使ったことになりますか。 

 

 

 

●補助教材61ページ 

 ２ 
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たまご１個の重さの平均＝たまごの重さの合計÷たまごの個数 

(５６＋５３＋６０＋５８＋６１＋５７)÷６＝５７.５      ５７.５g 

 

 

 

 

 

 

 

(1) １歩の歩はばをはかると，人によって少しずつちがうので，１０歩

や２０歩の長さをはかり，自分の歩はばの平均を求めましょう。 

  たいきさん…１０歩の長

さを３回はかって，１０歩の

長さの平均を求め，歩はばの

平均を求めました。 

(2) 運動場のはしからはしまでの長さ＝１歩の歩はば×歩数 

(1) (例)１０歩の長さを何回かはかってその平均を求め，自分の歩はば

をきめる。 

(2) 運動場のはしからはしまでの歩数 

(3) しょうりゃく。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 答え 

たまご６個の重さをそれぞれ調べると，次のようになりました。 

たまご１個の重さの平均は，何gですか。 

５６g  ５３g  ６０g  ５８g  ６１g  ５７g 

●補助教材61ページ 

 １ 

たしかめよう 

下の表は，先週の保健室の利用者数を調べたものです。 

１日の保健室の利用者数の平均を求めましょう。 

 

 

 

●補助教材63ページ 

１ 

◎考え方 

自分の歩はばを使って，学校の運動場のはしからはしまでの長さを調べま

しょう。 

(1) 自分の歩はばは，どのようにしてきめたらよいですか。 

(2) 運動場のはしからはしまでのおよその長さを調べるには，ほかに何がわ

かればよいですか。 

(3) 運動場のはしからはしまでのおよその長さは何mですか。 

●補助教材62ページ 

 １ 

◎考え方 

 答え 
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人数など，ふつう小数で表さないものも，平均では小数で表すことがあ

ります。   利用者数の平均＝利用者数の合計÷日数 

(５＋４＋６＋７＋４)÷５＝２６÷５＝５.２        ５.２人 

 

 

 

 

 

 

テレビを見た時間が０分の木曜日も日数に入れましょう。 

テレビを見た時間の平均＝テレビを見た時間の合計÷日数 

(５０＋６０＋６０＋０＋３０＋６０＋９０)÷７＝５０      ５０分 

  

 

 

 

 

上から２けたの概数を求めるには，上から３けためを四捨五入します。 

０.４８×９８０＝４７０.４              約４７０m 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 箱に入っているトマトの重さの合計は，１６００gです。 

① １６００－(２００＋１９５＋２１０＋１８５＋２００＋１９０＋２０５)＝２１５ 

                            ２１５g 
② １６００÷８＝２００                  ２００g 
 

 答え 

 答え 

けんたさんの1歩の歩はばの平均は４８cmで，けんたさんは家から学校ま

で９８０歩で歩きました。 

けんたさんの家から学校までの道のりは，約何mですか。上から２けたの

概
がい

数
すう

で求めましょう。 

●補助教材63ページ 

３ 

 答え 

下の表は，たかしさんが先週テレビを見た時間を調べたものです。1 日に

平均何分テレビを見たことになりますか。 

 

 

 

●補助教材63ページ 

２ 

トマトが８個
こ

はいった箱があります。箱には１.６kg入りとかかれていて，

それぞれのトマトの重さをはかると，下の表のようになりました。 

 

 

① ○きのトマトの重さは何gですか。 

② 箱にはいっているトマトの重さは平均何gですか。 

●補助教材63ページ 

４ 

◎考え方 

◎考え方 

◎考え方 

 答え 

◎考え方 
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◎単位量あたりの大きさの表し方を知り，こみぐあいや実りぐあい，人口密度など

の単位量あたりの問題ができるようになる。 

 

 

 

１ およその数 

 四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

のしかた 

 (例) ２万と３万の間の数で，一万の位までの概
がい

数
すう

を求める。 

 ・千の位の数字が０，１，２，３，４のときは切り捨てて約２００００ 

         ５，６，７，８，９のときは切り上げて約３００００ 

２ 割合 

 割合＝比べる量÷もとにする量 

３ 平均 

 平均＝合計÷個数 

４ 倍を表す小数 

 平均＝合計÷個数 

 

 

１ 単位量あたりの大きさ 

  シートの数もシートの上にのって

いる人数もちがうときは，それぞれ

シート１まいあたりの人数を求めて，

こみぐあいを比
くら

べることができます。 

  １km２あたりの人口を，人
じん

口
こう

密
みつ

度
ど

といいます。 

  人口密度は，国や都道府県，市町村などに住んでいる人のこみぐあいを表すと

きに使います。 

人口５４０００人，面積１２０km２の市の人口密度 

……５４０００÷１２０＝４５０(人) 

 

これまでに勉強したこと 

 
ここで勉強すること 

 教科書のまとめ 

◆ 単位量あたりの大きさ 

こみぐあいのようす 

 人数(人) ｼｰﾄの数(まい) 

○あ １５ ３ 

○い １２ ３ 

○う １２ ２ 
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１m２あたりの人数，１km２あたりの人数，１ℓあたりで走れる道のりなどのよ

うに，単位量あたりの大きさを求めて比べることができます。 

    ２０００m２の畑から６００kgとれた麦の，１m２あたりのとれ高 

 ……６００÷２０００＝０.３(kg) 
    ４m２に３２個植えた球根の１m２あたりの個数……３２÷４＝８(個) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎考え方   (2) ○あと○いはシートの数が同じことから比べましょう。 

  ○いと○うはシートにのっている人数が同じことから比べましょう。 

(3) かいとさん「○あと○うは人数もシートの数もちがうので，このままで

は比べられません。」 

１m２あたりの人数が多いほうがこんでいるといえます。 

１人あたりの面積がせまいほうがこんでいるといえます。 

(1) しょうりゃく。 

(2) しゅんさん「○あと○いはシートの数が同じなので，のっている人数が

多い○あのほうがこんでいます。」 

  まいさん「○いと○うはのっている人数が同じなので，シートの数が少

ない○うのほうがこんでいます。」 

(3) ○あと○うは人数もシートの数もちがうので，シートの数が人数のどち

らかをもとにして比べる。 

さくらさん「１m２あたりの人数で比
くら

べました。」 

  ○あ１５÷３＝５  １m２あたり５人 

  ○う１２÷２＝６  １m２あたり６人 

       ○うのほうがこんでいる。 

子どもがシートの上にのっています。  

○あ，○い，○うのうち，どのシートがこんで

いるか比
くら

べましょう。 

(1) 体育館で実際
じっさい

に体験してみましょう。 

(2) こみぐあいの比べ方を考えましょう。  

(3) シート１まいの面積は１m２です。 

  ○あと○うの比べ方を考えましょう。 

(4) こみぐあいの比べ方について，わかったことを話し合いましょう。 

●補助
ほ じ ょ

教材
きょうざい

65～66ページ 

 答え 

 １ 
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ゆうたさん「１人あたりの面積で比べました。」 

  ○あ３÷１５＝０.２     １人あたり０.２m２ 

  ○う２÷１２＝０.１６…   １人あたり約０.１７m２ 

       ○うのほうがこんでいる。 

(4) しょうりゃく。 

             

 

 

 

 

     ４m２の花だん…３２÷４＝８(個)     

     ６m２の花だん…４５÷６＝７.５(個)    

     ４m２の花だんのほうがこんでいる。 

 

 

 

 

 

     ６両に７２０人…７２０÷６＝１２０(人) 

     ８両に９２０人…９２０÷８＝１１５(人) 

     １両あたりの人数が多いほうがこんでいるといえるから， 

６両に７２０人乗っている電車のほうがこんでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右の表は，大
おお

阪
さか

市と横
よこ

浜
はま

市の人口と面積を表し

ています。 

２つの市の人のこみぐあいを調べましょう。 

(1) それぞれ１km２あたりおよそ何人が住んでい

ますか。 

  答えは小数第一位を四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

して，整数で求めましょう。 

   大阪市…２４９０１７２÷２２２＝    

   横浜市…３４６６８７５÷４３７＝    

●補助教材67ページ 

４m２の花だんには３２個
こ

の球根を，６m２の花だんには４５個の球根を

植えました。 

どちらの花だんが，こんでいるといえますか。 

●補助教材66ページ 

 答え 

 １ 

６両に７２０人乗っている電車と，８両に９２０人乗っている電車があ

ります。 

どちらの電車がこんでいるといえますか。 

●補助教材66ページ 

 答え 

 ２ 

 ２ 
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◎考え方  (1) 1 km２あたり人口＝人口÷km２を単位とした面積 

(1) 大阪市…２４９０１７２÷２２２＝１１１２１６.９…  約１１１２１６人 

  横浜市…３４６６８７５÷４３７＝７９３３.３…    約７９３３人 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

愛知県…６９９８０２７÷５１５８＝１３５６.７…     約１３５７人 

奈良県…１４４１９７１÷３６９１＝３９０.６…      約３９１人 

広島県…２８７０５４２÷８４７７＝３３８.６…      約３３９人 

大分県…１２２９６５９÷６３３８＝１９４.０…      約１９４人 

 

 

 

 

 

 

◎考え方  (1) かずきさんの考え方では，それぞれのガソリンの量の最小公倍数を

考えなければなりません。   

(1) かずきさん「同じガソリンの量を自動車Ａの３０ℓと自動車Ｂの 

４０ℓの最小公倍数１２０ℓと考えて，走る道のりを比べている。」 

  はるかさん「同じガソリンの量を１ℓと考えて，走る道のりを比べ

ている。」 

  いつでも使える考え方は，はるかさんの考え方といえる。 

３０ℓのガソリンで３６０km走る自動車Ａ
エー

と，４０ℓのガソリンで５００km走

る自動車Ｂ
ビー

があります。 

同じガソリンの量では，どちらの自動車のほうが長く走ることができますか。 

(1) 比
くら

べ方を考えましょう。 

●補助教材68ページ 

右の表に表した県の人口密度を，小

数第一位を四捨五入して，整数で求め

ましょう。 

        

●補助教材67ページ 

 答え 

 ３ 

 答え 

７ 

７ 

１ 

９ 

 答え 

 ３ 

１km２あたりの人口を人
じん

口
こう

密
みつ

度
ど

といいます。 

人口密度は，国や都道府県，市町村などに住んでいる人のこみぐあいを表すときに使います。 

と こ な 切 大 
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７００÷２０００＝０.３５   ０.３５kg 
      

 

 

 

 

 

◎考え方  全体の重さ＝１mあたりの重さ×長さ 

６０×４.２＝２５２                 ２５２g 
 

 

 

 

◎考え方  

 

必要な肥料の量＝１m２あたりの肥料の量×面積      

０.４×１２＝４.８                  ４.８kg 
 

      

 

 

 

 

◎考え方   必要なペンキの量＝ペンキをぬるかべの面積÷１ℓでぬれるかべの面積 

１６.５÷３.３＝５                 ５ℓ 

１mあたりの重さが６０gの
はりがねがあります。 

このはりがね４.２m の重さ

は何 gですか。 

●補助教材69ページ 

ある麦畑では，２０００m２の畑から７００kgの麦がとれました。 

1 m２あたりのとれ高はどれだけですか。 

●補助教材68ページ 

 答え 

 ４ 

１m２あたりの人数，１km２あたりの人数，1ℓあたりで走れる道のりなどのように，単位量

あたりの大きさを求めて比べることがあります。 

と こ な 切 大 

 答え 

 ４ 

学級園に１m２あたり０.４kgの肥
ひ

料
りょう

をまきます。 

１２m２の学級園では，肥料を何kg使いますか。 

●補助教材69ページ 

 答え 

 ５ 

かべにペンキをぬります。１ℓ

のペンキで，かべを３.３m２ぬれ

るとすると，１６.５m２のかべを 

ぬるには，何ℓのペンキがいりますか。 

●補助教材69ページ 

 答え 

 ５ 
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◎考え方  

 

必要なガソリンの量＝走る道のり÷１ℓあたりで走る道のり 

５２８÷１２＝４４                 ４４ℓ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

① 人口密度＝人口÷面積 

① フランス…５９１９００００÷５５００００＝１０７.６…   約１０８人 

ブラジル…１７２３９００００÷８５１００００＝２０.２…  約２０人 

日本…１２７２９００００÷３８００００＝３３４.９…    約３３５人 

② しょうりゃく。 

   

 

 

 

ノート１さつあたりのねだんを比
くら

べましょう。 

６さつで５７０円…５７０÷６＝９５(円) 

８さつで７２０円…７２０÷８＝９０(円) 

８さつで７２０円のノートのほうが安い。 

 

右の表は，フランス，ブラジル，日本の人口

と面積を表したものです。 

① それぞれの国の人口密度を，小数第一位を

四捨五入して，整数で求めましょう。 

② 地図帳でいろいろな国の人口と面積を調べ

て，人口密度を求めましょう。 

●補助教材70ページ 

１ℓのガソリンで１２km走る自動車があります。 

この自動車が，５２８km走るには，何ℓのガソリンがいりますか。 

●補助教材69ページ 

 答え 

 ６ 

たしかめよう 

１ 

 答え 

 答え 

６さつで５７０円のノートと，８さつで７２０円のノートでは，１さつあ

たりのねだんは，どちらが安いですか。 

●補助教材70ページ 

２ 

◎考え方 

◎考え方 

８ 

５ 
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２.８÷５＝０.５６        ０.５６kg 
      

 

 

 

まける面積＝まく肥料の重さ÷１m２あたりにまく肥料の重さ 

１.８÷０.５＝３.６       ３.６m２ 

      

 

 

 

まず，布地１mあたりのねだんを求めましょう。 

３２００÷４＝８００ 

８００×５＝４０００       ４０００円 

 

 

 

 

 

 

 答え 

５mの重さが２.８kgのパイプがあります。 

このパイプ１mあたりの重さは何kgですか。 

●補助教材70ページ 

３ 

学校の花だんに，１m２あたり０.５kgの肥料をまきます。 

１.８kgの肥料では，何m２にまくことができますか。 

●補助教材70ページ 

４ 

 答え 

◎考え方 

４m買うと３２００円の布
ぬの

地
じ

があります。 

この布地５mの代金はいくらですか。 

●補助教材70ページ 

５ 

 答え 

◎考え方 
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◎分数に整数をかける計算の意味を理解し，そのしかたを知る。また，その計算が

できる。 

◎分数を整数でわる計算の意味を理解し，そのしかたを知る。また，その計算がで

きる。 

 

 

１ 約分・通分 

 分数の分母と分子を，それらの公約数でわって，分母の小さ

い分数にすることを，約
やく

分
ぶん

するといいます。 

 分母のちがう分数を，分母が同じ分数になおすことを，通
つう

分
ぶん

するといいます。  

 

２ 分数のたし算・ひき算 

２

５
＋
１

５
＝
３

５
            

４

５
－
３

５
＝
１

５
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 分数のかけ算とわり算 

これまでに勉強したこと 

 
ここで勉強すること 

１２

１６
＝

３

４
 

３ 

４ 

２
２

３
＋１

７

１２
 

＝２
８

１２
＋１

７

１２
 

＝３
１５

１２
 

＝４
１

４
 

…通分する。 

…仮分数を帯分数になおす。 

…約分する。 

５ 

４ 

２
１

３
－１

７

１２
 

＝２
４

１２
－１

７

１２
 

＝１
１６

１２
－１

７

１２
 

＝
９

１２
 

＝
３

４
 

…通分する。 

…約分する。 

…１くり下げる。 

３ 

４ 
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１ 分数に整数をかける計算 

 分数に整数をかける計算は，分母をそのままにし，分子に整数をかけます。 

 

 

 

 

２ 分数を整数でわる計算 

 分数を整数でわる計算は，分子をそのままにし，分母に整数をかけます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) １dℓで
２

７
m2 ぬれるから，３dℓでは，

２

７
m2 の３倍の面積をぬること

ができます。 

(1) 
２

７
×３ 

(2) しょうさん…
２

７
は
１

７
の２個

こ

分と考えて，
２

７
×３は

１

７
が(２×３)個で，

６

７
m2と考えた。  

２

７
×３＝

６

７
     

６

７
m2 

  りなさん…図から，１dℓでぬれる面積は
１

７
m2 の２個分から，３dℓ

でぬれる面積は
１

７
m2の(２×３)個分で，

６

７
m2と考えた。             

２

７
×３＝

６

７
     

６

７
m2 

(3)・(4) しょうりゃく。                

１dℓで板を
２

７
m2ぬれるペンキがあります。 

このペンキ３dℓでは，板を何m2ぬれますか。 

(1) 式をかきましょう。 

(2) 計算のしかたを考えましょう。 

(3) 自分の考えを発表しましょう。 

(4) わかったことを話し合いましょう。 

●補助
ほ じ ょ

教材
きょうざい

71ページ 

 教科書のまとめ 

 答え 

 １ 

◎考え方 

○

□
×△＝

○×△

□
 

 

１
２

７
×３＝

９

７
×３＝

９×３

７
＝

２７

７
＝３

６

７
 

○

□
÷△＝

○

□×△
 

 

１
２

７
×３＝１×３＋

２

７
×３＝３

６

７
 

１
１

７
÷３＝

８

７
÷３＝

８

７×３
＝

８

２１
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分数に整数をかける計算は，分母をそのままにし，分子にその整数をか

ける。 

２

７
×３＝

２×３

７
＝
６

７
   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分数に整数をかける計算は，分母をそのままにし，分子にその整数をか

けます。 

２

５
×２＝

２×２

５
＝
４

５
  

１

４
×３＝

１×３

４
＝
３

４
 

４

７
×２＝

４×２

７
＝
８

７
   

５

６
×５＝

５×５

６
＝

２５

６
 

５

４
×３＝

５×３

４
＝

１５

４
  

９

８
×５＝

９×５

８
＝

４５

８
 

１

９
×９＝

１×９

９
＝
９

９
(＝１)  

２

３
×３＝

２×３

３
＝
６

３
(＝２) 

２

７
×３の計算をもとにして，分数に整数をかける計算のしかたを話し合い

ましょう。 

●補助教材72ページ 

 答え 

 ２ 

分数に整数をかける計算は，分母をそのままにし，

分子にその整数をかけます。 

と こ な 切 大 

□

○
×△＝

□×△

○
 

２

５
×２     

１

４
×３     

４

７
×２     

５

６
×５     

５

４
×３     

９

８
×５     

１

９
×９     

２

３
×３  

●補助教材72ページ 

 １ 

 答え 

◎考え方 
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はるきさん…帯分数(１
１

５
)を仮分数(

６

５
)になおして，仮分数×整数の計

算をしている。 

のりかさん…帯分数(１
１

５
)を整数(１)と分数(

１

５
)に分けて，整数×整数，

分数×整数の計算をして，たしている。 

 

 

 

１
１

４
×３＝１×３＋

１

４
×３＝３＋

３

４
＝３

３

４
 

１
４

９
×２＝

１３

９
×２＝

２６

９
＝２

８

９
 

２
２

３
×２＝２×２＋

２

３
×２＝４＋

４

３
＝５

１

３
 

１
４

５
×３＝

９

５
×３＝

２７

５
＝５

２

５
 

 

 

 

 

 

 

 

 

←帯分数を１と
３

４
に分けて，整数×整数と

分数×整数を計算する。 

 

 

 

１
１

５
×３の計算のしかたを考えましょう。 

●補助教材72ページ 

１
１

４
×３    １

４

９
×２    ２

２

３
×２    １

４

５
×３ 

●補助教材72ページ 

 答え 

 ２ 

１
３

４
×３の計算を右のようにしました。 

右の計算のまちがいを見つけて，正しい

しかたを説明しましょう。 

 

 

●補助教材72ページ 

 答え 

 ３ 

 ３ 

 答え 

１
３

４
×３＝１＋

３

４
×３ 

＝１＋
９

４
 

＝３
１

４
 

１
３

４
×３＝１×３＋

３

４
×３ 

＝３＋
９

４
 

＝５
１

４
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(2) くららさん…わられる数とわる数に同じ数をかけてからわり算をし

ても商は変わらないという，わり算の性質を使ってわ

られる数を整数にして計算しています。 

 かずきさん…図のこい色の面積は，１０等分(５×２)した大きさの

３個
こ

分です。 

(1) 
３

５
÷２ 

(2) くららさん…
３

５
÷２のわられる数，わる数に同じ数５をかけて，整

数÷整数の計算をする。  

 
３

５
÷２＝(

３

５
×５)÷(２×５)＝３÷１０＝

３

１０
 

３

１０
m2 

  かずきさん…図から，２dℓでぬれる面積は
３

５
m2，１dℓでぬれる面積

は，２dℓでぬれる面積の半分だから，１m2 を１０等

分(２×５)した３個分で，
３

１０
m2と考えた。             

３

５
÷２＝

３

１０
    

３

１０
m2 

(3)・(4) しょうりゃく。                

   

 

 

 

分数を整数でわる計算は，分子をそのままにし，分母にその整数をかける。 

３

５
÷２＝

３

５×２
＝

３

１０
   

２dℓで板を
３

５
m2ぬれるペンキがあります。 

このペンキ１dℓでは，板を何m2ぬれますか。 

(1) 式をかきましょう。 

(2) 計算のしかたを考えましょう。 

(3) 自分の考えを発表しましょう。 

(4) わかったことを話し合いましょう。 

●補助教材73ページ 

 答え 

 １ 

◎考え方 

３

５
÷２の計算をもとにして，分数を整数でわる計算のしかたを話し合いま

しょう。 

●補助教材74ページ 

 答え 

 ２ 



54 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分数を整数でわる計算は，分子をそのままにし，分母にその整数をかけ

ます。 

５

６
÷２＝

５

６×２
＝

５

１２
  

１

５
÷４＝

１

５×４
＝

１

２０
 

４

７
÷３＝

４

７×３
＝

４

２１
  

３

４
÷８＝

３

４×８
＝

３

３２
 

 

 

 

りなさん…帯分数(１
２

７
)を仮分数(

９

７
)になおして，仮分数÷整数の計算

をしている。 

 

 

 

 

１
１

３
÷３＝

４

３
÷３＝

４

３×３
＝
４

９
 

１
４

５
÷２＝

９

５
÷２＝

９

５×２
＝

９

１０
 

２
１

３
÷４＝

７

３
÷４＝

７

３×４
＝

７

１２
 

３
３

４
÷２＝

１５

４
÷２＝

１５

４×２
＝

１５

８
＝１

７

８
 

 

 

 

５

６
÷２     

１

５
÷４     

４

７
÷３     

３

４
÷８     

●補助教材74ページ 

１
２

７
÷４の計算のしかたを考えましょう。 

●補助教材72ページ 

１
１

３
÷３    １

４

５
÷２    ２

１

３
÷４   ３

３

４
÷２ 

●補助教材74ページ 

 答え 

 ２ 

分数を整数でわる計算は，分子をそのままにし，分母

にその整数をかけます。 

と こ な 切 大 

□

○
÷△＝

□

○×△
 

 １ 

 答え 

◎考え方 

 ３ 

 答え 
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←帯分数を仮分数になおして，分数÷整数を計算

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

４
ℓの３つ分だから，

１

４
×３で

３

４
ℓと考える。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

カステラが
２

５
本残っています。 

このカステラを３人で等分したときの１人分のカステラ

の量を求めるには，どのように考えるとよいですか。右の

ような図を使ってカステラの量を表し，求め方を説明しま

しょう。 

●補助教材75ページ 

１

４
ℓのジュースがはいったコップが３つあります。 

ジュース全部の量を求めるには，どのように考える

とよいですか。右のような図を使ってジュースの量を

表し，求め方を説明しましょう。 

●補助教材75ページ 

たしかめよう 

１ 

 答え 

２ 

１
２

５
÷３の計算を右のようにしました。 

右の計算のまちがいを見つけて，正しい

しかたを説明しましょう。 

 

 

●補助教材74ページ 

 答え 

 ３ １
２

５
÷３＝１＋

２

５
÷３ 

＝１＋
２

５×３
 

＝
１７

１５
 

１
２

５
÷３＝

７

５
÷３ 

＝
７

５×３
 

＝
７

１５
 

１

４
ℓ 

１

４
ℓ 

１

４
ℓ 
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カステラ
２

５
本を３人で等分したとき

の１人分は，１本を１５(５×３)等分

した２個分で，
２

１５
本と考える。 

 

 

 

 

 

３

４
×３＝

９

４
＝２

１

４
    約２

１

４
kg 

 

 

 

 

 

 

 

① 
３

７
×２＝

３×２

７
＝
６

７
       

② 
３

８
×３＝

３×３

８
＝
９

８
(＝１

１

８
)    

③ 
２

５
×４＝

２×４

５
＝
８

５
(＝１

３

５
)   

④ １
２

５
×４＝１×４＋

２

５
×４＝４＋

８

５
＝５

３

５
 

⑤ １
２

９
×３＝１×３＋

２

９
×３＝３

６

９
＝３

２

３
 

⑥ ２
１

４
×３＝２×３＋

１

４
×３＝６

３

４
 

⑦ 
３

８
÷２＝

３

８×２
＝

３

１６
      

⑧ 
５

６
÷５＝

５

６×５
＝

５

３０
＝
１

６
 

 答え 

 米１kgの中には，でんぷんが約
３

４
kgふくまれています。米３kgの中には

約何kgのでんぷんがふくまれていますか。 

●補助教材75ページ 

３ 

 答え 

次の計算をしましょう。 

① 
３

７
×２    ② 

３

８
×３  ③ 

２

５
×４   ④ １

２

５
×４ 

⑤ １
２

９
×３    ⑥ ２

１

４
×３  ⑦ 

３

８
÷２   ⑧ 

５

６
÷５ 

⑨ 
６

７
÷８    ⑩ １

３

４
÷３  ⑪ １

１

５
÷９   ⑫ ２

１

３
÷５ 

●補助教材75ページ 

４ 

２ 

３ 

１ 

６ 

 答え 
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⑨ 
６

７
÷８＝

６

７×８
＝

６

５６
＝

３

２８
     

⑩ １
３

４
÷３＝

７

４
÷３＝

７

４×３
＝

７

１２
 

⑪ １
１

５
÷９＝

６

５
÷９＝

６

５×９
＝

６

４５
＝

２

１５
 

⑫ ２
１

３
÷５＝

７

３
÷５＝

７

３×５
＝

７

１５
 

３ 

２８ 

２ 

１５ 
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◎これまでに学習した形について，立体として仲間分けすることができる。 

◎角柱や円柱の頂点，辺，面について理解する。 

◎角柱や円柱について，見取図や展開図をかくことができるようになる。 

 

 

１ 直方体と立方体 

 長方形だけでかこまれた形や，長方形と正方

形でかこまれた形を直方体といいます。 

 また，正方形だけでかこまれた形を立方体と

いいます。 

直方体や立方体の面のように，平らな面のこ

とを平面といいます。 

   

２ 辺や面の垂直と平行 

  

 

  

 

 

 

 

３ 見取図と展開図 

 右の図のように，全体の形がわかるよう

に表した図を見取図といいます。 

 また，直方体や立方体などを切り開いて，

平面の上に広げてかいた図を，展開図とい

います。 

 

◆ 角柱と円柱 

これまでに勉強したこと 

 
ここで勉強すること 

・辺と面の垂直 

  

 

辺イキは面○あ に

垂直。１つの面に

垂直な辺は４つ。

・面と面の垂直 

  

 

面○いは面○あに垂直。

 １つの面に垂直な

面は４つ。  

・面と面の平行 

  

 

面○あは面○うに平行。

 平行な面は２つず

つ全部で３組。  

・辺と面の平行 

  

 

面○うの辺は面○あに

平行。１つの面に

平行な面は４つ。 

直方体  立方体  

見取図  展開図  
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１ 立体 

  平らでない面を曲面といいます。  

  平面や曲面でかこまれている形を立
りっ

体
たい

といいます。 

 

２ 角柱 

 ○あ，○い，○うのような立体を角
かく

柱
ちゅう

といい

ます。角柱で，向いあった２つの面を底
てい

面
めん

といい，底面以外のまわりの面を側
そく

面
めん

と

いいます。 

 角柱では，２つの底面は平行で，合同な多角形です。 

 角柱の側面は，すべて長方形です。 

 角柱は，底面の形によって，三角柱，四角柱，五角柱，六角柱などといいます。

立方体や直方体は，四角柱とみることができます。 

 

３ 円柱 

 ○ア，○イのような立体を円
えん

柱
ちゅう

といいます。円

柱で，向いあった２つの面を底面といい，底面

以外のまわりの面を側面といいます。 

 円柱では，２つの底面は平行で，合同な円です。 

 円柱の側面は，曲面になっています。 

 角柱や円柱では，側面は底面に垂直です。 

 角柱や円柱の２つの底面にはさまれた垂直な直

線の長さを，角柱や円柱の高さといいます。 

・三角柱の見取図とその展
てん

開
かい

図
ず

    ・円柱の見取図とその展開図 

 

 

 

 

 

 

 

   

 教科書のまとめ 

４cm 

６cm 
１２.５６cm 
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(1) それぞれの形を真上，真下，真横から見て考えましょう。 

(1) (例) 真横から見た形は，すべて四角形(長方形，正方形)。真上，

真下から見た形には，三角形，円，四角形，五角形があるから，その

形で仲間分けする。 

 ○あ 真上，真下…三角形，真横…長方形 

  ○い，○え 真上，真下…円，真横…長方形 

  ○う，○お 真上，真下…四角形，真横…四角形 

  ○か 真上，真下…五角形，真横…長方形 

(2) (例) りなさん…①は平面だけでかこまれている形，②は平面と，

平らでない面でかこまれている形と考えて分けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右の図のような平面だけでかこまれた立

体について調べましょう。 

(1) 角柱の底面や側面の形，大きさなどを

調べ，わかったことを発表しましょう。 

(2) 上の○あから○うの角柱について，頂点，辺，面の数を調べましょう。 

●補助教材77ページ 

次の図のような形について調べましょう。 

(1) 似
に

ているところを見つけて，仲間分けしましょう。 

 

 

 

 

(2) りなさんの分け方を説明しましょう。 

●補助
ほ じ ょ

教材
きょうざい

76ページ 

 答え 

 １ 

◎考え方 

 ２ 
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(1) ○あ 底面…上下の２つの底面は平行で，合同な三角形 

側面…３つの面がすべて長方形 

○い 底面…上下の２つの底面は平行で，合同な長方形 

側面…向いあった面が平行で，それぞれ合同な長方形 

○う 底面…上下の２つの底面は平行で，合同な五角形 

側面…５つの面がすべて長方形 

(2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 面○あをつくる４つの辺(辺アイ，辺イウ，辺ウエ，辺エア)のどれか

に垂直な辺は，面○あに垂直です。 

  面○あに平行な面カキクケをつくす４つの辺は，面○あに平行です。 

(2) 四角柱の４つの側面は，底面○あに垂直です。 

  底面○あに向いあっている底面は，底面○あに平行です。 

(1) 垂直…辺アカ，辺イキ，辺ウク，辺エケ 

平行…辺カキ，辺キク，辺ケク，辺カケ 

(2) 垂直…面アカキイ，面イキクウ，面ウクケエ，面アカケエ 

  平行…面カキクケ 

○あ，○い，○うのような立体を角
かく

柱
ちゅう

といいます。角柱で向かいあった

２つの面を底
てい

面
めん

といい，底面以外のまわりの面を側
そく

面
めん

といいます。 

角柱では，２つの底面は平行で，合同な多角形です。 

角柱の側面は，すべて長方形です。 

角柱は，底面の形によって，三角柱，四角柱，五角柱，六角柱など

といいます。立方体や直方体は，四角柱とみることができます。 

と こ な 切 大 

四角柱の見取図をかき，辺や面の関係を調べま

しょう。 

 

(1) 面○あと垂直や平行になっている辺をさがしましょう。 

(2) 面○あと垂直や平行になっている面をさがしましょう。 

●補助教材78ページ 

 答え 

◎考え方 

 答え 

 ３ 

三角柱 四角柱 五角柱 

三角形 四角形 五角形 

６ ８ １０ 

９ １２ １５ 

５ ６ ７ 
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(1)・(2) 展開図の点ＡからＪが，そ

れぞれ三角柱のどの部分にあたる

かを考えましょう。 

(3) 組み立てたとき重なる辺は，同じ

長さです。 

(1) 底面…面ＡＢＣ，面ＤＥＦ 

  側面…面ＧＨＥＢ，面ＢＥＦＣ，面ＣＦＩＪ 

(2) 点Ｇ，点Ｊ 

(3) しょうりゃく。 

 

 

 

 

 

 

①              ② 

  

 

 

 

 

右の図のような角柱の展開図を

かきましょう。 

●補助教材78ページ 

下の図のような三角柱を厚
あつ

紙
がみ

でつくりましょう。 

 

 

 

 

 

 

(1) 底面，側面はそれぞれどの部分ですか。 

(2) 組み立てたとき，点Ａに集まる点をいいましょう。 

(3) 展開図をかき，三角柱をつくりましょう。 

●補助教材78ページ 

 ４ 

◎考え方 

 答え 

→ 

 １ 

 答え 
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(1) ○ア，○イの２つの底面はそれぞれ平行で，合同な円。また，側面は曲

面。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 円柱の側面は曲面で，切り開いて

のばすと，長方形になります。 

(2) 辺ＡＢ(円柱の側面のたて)の長

さは，円柱の高さだから，６cm。 

  また，辺ＡＤ(円柱の側面の横)の

長さは，底面の円周の長さと同じに

なります。円周＝直径×円周率 

(3) 右の図のような展開図かいて円

柱をつくりましょう。 

右の図のような円柱を厚
あつ

紙
がみ

でつくり

ましょう。 

(1) 円柱の側面を切り開くと，

どんな形になりますか。 

(2) 辺ＡＢ，ＡＤの長さはそれ

ぞれ何 cmになりますか。 

(3) 展
てん

開
かい

図
ず

をかき，円柱をつく

りましょう。 

●補助教材80ページ 

円柱の見取図をかきましょう。 

●補助教材79ページ 

右の図のような平面と曲面でかこまれた

立体について調べましょう。 

(1) 円柱の底面や側面の形，大きさなどを

調べ，わかったことを発表しましょう。 

●補助教材79ページ 

 ５ 

 答え 

 ６ 

 答え 

 ７ 

◎考え方 
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(1) 長方形 

(2) 辺ＡＢ…６cm 

  辺ＡＤ…４×３.１４＝１２.５６     １２.５６cm 

(3) しょうりゃく。 

 

 

 

 

 

円柱の側面のたての長さは円柱の高さだから，５cm。 

円柱の側面の横の長さは，底面の円周の長さと同じで， 

６×３.１４＝１８.８４(cm)  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

角柱…(例) おかしの箱，ショートケーキ，ラップの箱， 

     ティッシュペーパーの箱，水そうなど。 

円柱…(例)電柱，茶づつ，乾電池，ボタン電池，おかしの箱など。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

右の図のような円柱の展開図をかきましょう。 

●補助教材80ページ 

右の図のような角柱があります。 

① この角柱の底面はどんな形ですか。 

② この角柱を何といいますか。 

③ 面ＡＢＣに平行な面はどれですか。 

④ 底面に垂直な面を全部答えましょう。 

④  

●補助教材81ページ 

たしかめよう 

１ 

 答え 

 答え 

 ２ 

◎考え方 

身のまわりから，角柱や円柱をさがしましょう。 

●補助教材80ページ 

 答え 
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③ 角柱の２つの底面は平行。 

④ 角柱の側面は底面に垂直。 

① 三角形        ② 三角柱 

③ 面ＤＥＦ       ④ 面ＡＢＥＤ，面ＡＣＦＤ，面ＢＣＦＥ 

 

 

 

 

 

 

     六角柱の側面の数は６つだから，１つたりない。       

  

 

 

 

 

円柱の側面のたての長さは円柱の高さ

だから，８cm。 

また，円柱の側面の横の長さは，底面

の円周の長さと同じになるから， 

３.５×２×３.１４＝２１.９８(cm) 

① 円柱 

② 側面…長方形 

側面のたて…８cm，側面の横…２１.９８cm 

 

 

 

 

 

 

 

① 底面…面ＡＢＣＤＥ，面ＦＧＨＩＪ 

  側面…面ＫＬＦＣ，面ＣＦＪＤ，面ＤＪＮＭ，面ＭＮＰＯ，面ＯＰＲＱ 

② 点Ｐ 

右のような展開図があります。 

① 底面，側面はそれぞれどの部分ですか。 

② 組み立てたときに点Ｈに集まる点はどれですか。 

 

●補助教材81ページ 

 答え 

 答え 

右の図のような立体があります。 

① この立体を何といいますか。 

② この立体の側面を開くと，どのような形になっていま

すか。また，その形の辺の長さを求めましょう。 

●補助教材81ページ 

３ 

 答え 

右のような展開図をかき，六角柱をつくろうとしました

が，うまくできませんでした。 

展開図のどこがまちがっているのか説明しましょう。 

 

 

●補助教材81ページ 

２ 

４ 

◎考え方 

◎考え方 

 答え 


